
ム ー ア

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　　　
　　　
　　　

　

民

話

劇

勤

わ
　
民

俗

学

で

い
う

昔

話

や

伝
説

に
基

づ

い
た

劇
作

品
。

東
洋

、
西

洋
を

問
わ
ず

、

民
話

を
原
作

と
し

た
り

、

そ
れ

を

モ
チ
ー

フ
に
し
た
作

品

は
少

な
く

な

い
が
、
我

が
国

で

　
　
　

は
、
木

下
順

二

が
、
戦

中

に
習
作

を
書

き
戦

後

に
発

表
し

た

『夕

鶴

』

(
一
九
四
九
)
、

『
彦
市

ぱ
な

し
』

(四
七
)
、

『三

年
寝

太
郎

』

(
四
七
)
な

ど
、
日
本

昔

話
を

モ
チ

ー

フ
に
し

た

一
連

の
作

品

が
、

多

く

の
観
客

に
支

持
さ

れ
、
専

門
劇

団

に
よ

っ
て
だ

け

で
な

く
、

地

域
演
劇

や
学

校

演
劇

の
演

目
と

し

て
も
広

く
上
演

さ
れ

た

こ

と

が
契
機

と

な

っ
て
、
民
話
劇

と

い
う

用
語

が

一
般
的

と
な

り
、

劇
作

品

の

一
ジ

ャ

ン
ル
と
し

て
も
定

着
す

る

よ
う

に
な

っ
た
。

『夕

鶴
』

は
佐

渡

の
昔

話
を

モ
チ

ー

フ
に
し

て
書

か

れ
た
作

品

だ

が
、
戦
後

、
ぶ
ど
う

の
会

に
よ

っ
て
上

演

(四
九
、
初
演
)
さ

れ

て
好

評
を

博
し

、

オ

ペ
ラ
や
絵

本

に
も
な

り
、
国

語
教

科
書

に

収
録

さ
れ

て
、

広
く

知
ら

れ
、

民
話

劇
と

い
う

用
語
を

一
般

化

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

さ

せ
る
も

と

に
な

っ
た
。

地
域
演

劇

や
、

児
童
劇

、
学
校

劇

の

一
ジ

ャ
ン

ル
と

し

て
、
民

話
劇

は
欠

か
せ

な

い
位

置
を

占
め

て

い
る

と

い

っ
て
よ

い
だ
ろ
う

。
　

　

　

　

　

　

　

　
(冨
田
博
之
)

ム

　

ム

ー
ア

ア

ン

キ

ャ

ロ

ル

>
8

Φ
〇
四
旨
o
=

ζ
o
o
お

一

八
七

一
～

一
九
六

一　

ア

メ
リ
カ

の
児

童
図

書
館

員
、
児
童

文
学

者

。

ア
メ
リ

カ

の
児

童
図
書

館

を
組

織

づ
け
、

児
童

文
学

に
正

当

な
評
価

を
与

え

た
功
労
者

。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク

の
プ

ラ

ッ
ト

・

イ

ン
ス
テ

ィ
テ

ユ
ー
ト

で
図
書

館
学

を
学

び
、

同
図

書
館

の
児

童
室

長
を

経

て
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

立
図
書

館

の
児

童
室

主
任

と
な

る
。

子

ど
も
を
尊

重
し

た
図

書

館
活
動

は

、
当
時

の
児
童

室

に
新
風

を
送

り
込

ん
だ
。

児
童

文
学

の
分
野

で
は

、
新
聞

や

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

雑

誌

、
と
く

に
書

評
誌

に
定

期
的

に
書

評
を

書

い
て
、

児
童

文

学

評
論

を
確

立

さ
せ
た
。

ま

た
、

長
年

に
わ

た

り
、

児
童
文

学

書

評

誌

「
ホ

ー

ン
ブ

ッ
ク
」
の
副
主

筆

を
務

め
、
ア

メ
リ

カ
児

童

文

学

の
質

の
向
上

に
貢
献

し

た
。
主

著

、

『
寒

鳴
§

ミ
鳴
O
ミ
む

三
羽

の
ふ

く

ろ
う

』
(
一
九
二

五
)
や

『
さ

葡
ミ

駐

ミ

6
ミ
丶群

ゴ
o
o
α

子
ど
も

時
代

に
通

じ

る
道
』
(三
九
)
を

は
じ
め

、
数

々
の

評

論
を

発
表
す

る

一
方

、

ア

メ
リ

カ
、
欧

州

各
地

で

の
講

演
を

通

じ

て
、
児
童

文
学

や
児
童

図
書

館

の
在

り
方

に
指

針
を

示
し

、

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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図

書
館

員
、

作
家

、
出

版
界

に
及

ぼ
し

た
影
響

は
大

き

い
。

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
(白
井
澄
子
)

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

昔

話

霧

巳

民

衆

の
間

で
、

口
伝

え

さ

れ

て
き

た

お

伽

　

　

ホ

噺
。
柳

田

国
男

は
、
神

話
時

代

に
記
録

さ
れ
な

か

っ
た
英

雄

の

生
涯

の
物

語

が
あ

っ
た
は
ず

で
、

そ

れ
が

い
く

つ
も

の
部

分
に

分

か
れ

て
口
伝

え
さ

れ

て
き
た

の
が
昔

話

で
あ
る

と
考

え

た
。

そ

し
て
、

一
九
四

七
年

に
発
表

し
た

『
日
本

昔
話

名
彙

』

に
お

い
て
、

そ

の
よ
う
な

昔
話

を

「
完
形

昔
話
」

と

し
、

そ

の

一
部

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

が
独
立

し

て
笑

い
を

呼

び
起

こ
す
よ
う

な
笑

い
話
や

、
英

雄

の

周

辺

に

い
た
動

物

た
ち

の
み

に
よ

る
動

物
昔

話

を
、

「派

生

昔

　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

話

」
と

呼

ん
だ
。

二
分

類
法

と

い
う

。

こ
れ

に
対
し

、
関

敬
吾

は
、
五

八
年

に
完

結
し

た
全

六
巻

の

『
日
本
昔

話
集

成
』

に
お

い
て
、

「
動
物

昔

話
」
、

「
本
格

昔
話

」
、

「笑

話
」
の
三

分
類

法
を

提

示

し
た
。

こ
れ
は
、

昔
話

の
分

類
カ

タ

ロ
グ
と

し
て

現
在

世

界
的

に
使

わ
れ

て

い
る
、

A

・
ア
ー

ル
ネ
、

S

・
ト

ン
プ

ソ

ン

の

「
昔
話

の
型

」
↓
ず
Φ
↓
く
勹
Φ
ω
O
h
↓
げ
Φ
「
O
涛
け巴
Φ

の
三
一分
類

法

に
ほ

ぼ
対
応

す
る
も

の
で
、

現
在

の
日
本

昔
話

研
究

で

は
、

ほ
と
ん

ど
関

の
三
分

類
法

が
使

わ
れ

て

い
る
。

日
本

の
昔

話
は

約

一
〇

〇
〇

種
類
あ

る
と
考

え

ら
れ

て

い
る
が
、

近
隣

諸

国
を

は
じ
め
、

遠

く

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
、

中
近

東

の
昔
話

と
類
似

す

る
も

の
も
あ

る
。

偶
然

の

一
致

と
す

る
考

え
方

も
あ

る
が
、

単

一
モ

チ

ー

フ

の
単

純
な

話

の
場

合

に
は
、

偶
然

の

一
致
と
考

え

る

こ

と
も

で
き

る
が
、

長

い
話

の
起
承
転

結

が
ほ
と

ん
ど

一
致

し

て

い
る
場

合

に
は
、

系
統

関
係

が
あ

る
と
考

え

る
方

が
自
然

で
あ

る
。

日
本

文
化

の
多
く

の
分
野

で
、

各
方

面

か
ら

の
流

入
が
、

長

期

に
わ
た

っ
て
行

わ
れ

て
き

た

こ
と
を

み
れ

ば
、

昔

話
に

つ

い
て
も

、
同

じ

こ
と
を
考

え

る

こ
と

が

で
き

る
。

『
天
人
女

房
』

『
米
福

粟
福

』
『
天
福
地

福
』
『
大

工
と
鬼

六

』
『
さ

る
か

に
A
口
戦

』

な

ど
。

昔

話
は
、
時

代
、

場
所

、
人

物

が
不
特

定

で
、

内
容
を

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

　

真

実

と
し

て
信

じ
ら
れ

る

こ
と
を
求

め

て

い
な

い
が
、
伝

説

は
、

時

代

、
場
所

、
人

物
を
特

定

し
、

共
同

体

の
歴
史

と
し

て
信

じ

ら
れ

る

こ
と
を
求

め

て

い
る
。

昔

話

は
、

一
定

の
語
り

の
様

式

を

も

っ
て

語
る

が
、

伝

説

は
事

が

ら
を

伝

え

れ

ば

よ

い

の
で

あ

っ
て
、

一
定

の
様
式

を
も

っ
て

い
な

い
。

昔

話

の
語
り

の
様

式

は
、

そ
れ

が
口

で
伝

え
ら

れ

た
文
芸

、
す

な

わ
ち
、

時
間

に

乗

っ
た
文

芸

で
あ

る
こ
と

か
ら
く

る
も

の
と
思

わ
れ

る
。
「昔

話

は

語
ら

れ
る
時

間

の
な
か

に

の
み
存
在

す

る
」
と

い
う

こ
と

は
、

昔

話
を
考

え

る
場
合

、
常

に
必
要

な

認
識

で
あ

る
。

昔
話

は
時

間

的
文

芸

で
あ

る

が
ゆ
え

に
、

簡
潔

な
語

り
を

好

む
。
詳

細
な

状

況
描

写
や

心
理

描
写

に
陥

る
こ
と

な
く

、
主

人
公

中

心
に
、

主

た

る
で
き

事
を

、
速

い
テ

ン
ポ

で
語

る
。

そ
し

て
三

回
め

の

繰

り

返
し

は
、

ほ
と
ん

ど
同

じ

こ
と
ば

で
繰
り

返
す

。

い
ろ

い

ろ
な

形

の
繰

り
返

し
は

、
時
間

的
文

芸

に
と

っ
て
、
音

楽
と
同

じ
よ

う

に
、
最
重

要
な

表
現
法

で
あ

る
。

事

が
ら

は
写

実
的

に

は
描

か
れ
ず

、
中

味
を

抜
か

れ

て
、
こ
と

ば

だ
け

で
語
ら

れ

る
。

そ
れ

に
よ

っ
て
昔

話

は
、
世

界

の
あ
ら

ゆ

る
こ
と

を
取

り

入
れ

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

る

こ
と

が
で
き

る

の
で
あ

る
。

昔

話

は
、
勧
善

懲

悪

の
物
語

と

し

て
よ

り
も
、

多
様
な

人
間

像
、

と
く

に
若

い
時

期

の
成
長

の
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姿
を

語
る
も

の
と
し

て
理

解
さ

れ

る

べ
き

も

の
で
あ

る
。

【参
考
文
献
】
関
敬
吾

『昔
話
の
歴
史
』
(
一
九
六
六
　
至
文
堂
)
、
F
・
ラ

イ

エ
ル

『昔
話
と
メ
ル
ヘ
ン
』
(山
室
静
訳
、

一
九
七
一　

岩
崎
美
術
社
)

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

(小
澤
俊
夫
)

　

椋

　

鳩

十

讐

じ
ゅ
う
　

一
九
〇

五
～
八

七
(明
38
～
昭

62
)

小

説
家

。
本

名
久

保

田
彦
穂

。

長
野

県

下
伊
那
郡
喬

木
村

阿
島

に

生

ま
れ

る
。
長

野

県
立
飯

田
中

学

か
ら

一
九

二
一二
年

に
法
政
大

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ネ

学

国
文
科

に
入
学

、

当
時

法

政
大
学

教

授

で
あ

っ
た
豊
島

与
志

雄
、

森

田
草
平

の
知

遇
を

得
、

同
年

佐
藤

惣
之
助

主
宰

「
詩
之

家
」

の
同
人

と
な

り
、

詩
集

『
駿
馬

』

(
一
九
二
六
)
、

『夕

の
花

園
』
(
二
七
)
を

刊
行

。
詩

友

潮

田
武
雄

、
竹

中
久
七
、
渡

辺
修

三

と
と
も

に
詩

誌

「
リ

ア

ン
」
(
二
九
)
を

刊
行

。
「
綴
方

生
活
」

に

処

女
童

話

『不

思
議

な
瓶

』
(二
九
)
を

発
表
。

三
〇
年

法
政
大

学

卒

業
と

同
時

に
鹿

児
島

県
熊

毛

郡
中

種
子
高
等

小
学
校

代

用
教

員

と
な

り
、

そ

の
夏

同

県
姶

良
郡

加

治
木
高

女
教
諭

と
な

る
。

「
リ

ア

ン
」
同

人
を

辞
す

(三
二
)
。
三

三
年

、
前
年

よ
り
書

き

た

め

て

い
た

山
窩

小
説

を
ま

と

め

『
山
窩

調
』
と
題

し
自
費

出
版

。

こ
の
時

か
ら

椋

鳩

十

の

ペ

ン
ネ

ー

ム
を

使

用
。

「東

京

日

日
新

聞
」
「
人

物
評

論
」
「
都
新

聞

」
「中

央

公
論
」
「
経
済

往
来
」
「
朝

日
新
聞

」
な

ど

に
山
窩

小

説
を

執
筆

。
小

説
集

『鷲

の
唄

』

(三

三
)
を

刊
行

。
こ
れ

は
発

売

一
週

間

で
良
俗

に
反
す

る
と

い
う

理

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

由

で
発

禁
処

分
を

受

け
た
。

三

三
年

「
少
年

倶
楽
部

」

の
編
集

長

須
藤

憲
三

は
椋

の
山
窩

小

説
を

読

み
、
少

年
も

の
が
書

け
る

と
確

信

し
、
椋

に
執

筆
を

依
頼

。
椋

は

四
年
後

に
動
物

小
説

『
山

の
太
郎

熊
』

(三
八
∴

○
)
を
も

っ
て
、

こ
れ

に

こ
た
え

る
。

そ

の
後
同

誌

に

『
金
色

の
足

跡
』

(三
九

・
新
臨
増
)
、

『
大
造

爺
さ

ん

と
雁

』

(
四

一
・
一
一
)
、

『
月

の
輪
熊

』

(四
二

・
一
)
、

『
栗
野

岳

の
主

』
(
四
二
・
二
)
な
ど

、
四

三
年

ま

で

の
間

に

一
五
編

の
動

物

小
説
を

発
表

。
四

七
年

、
鹿

児
島

県
立

図
書

館
長

に
就

任
。

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

「少

年
」

に

『
片
耳

の
大
鹿

』

(五
〇

・
八
)
を
発

表
。

「
学
校

図

書

館

文
庫

」
の

一
冊
と

し

て
、
短

編
集

『
片
耳

の
大

鹿
』
(
五

こ

を

刊

行
。
翌
年

、
文
部

大

臣
奨

励
賞

を
受

け
る
。
「
読
切
特

撰
集

」

に

一
〇

年

(三

二
～
四
二
)
に
わ

た

り
動

物

を

テ
ー

マ
と

し

た
成

人

向

け

の
小
説
を

発
表
。
ま

た
、
「
母
と

子

の
二
十

分
間
読

書
運

動

」
を

構
想

し
、

鹿
児
島

県

下

で

ス
タ

ー
ト

、
や

が

て
全
国

に

広

が

る
。

「読

切
特

撰
集

」
に
書

い
た
鷲

の
物

語
を

児
童
向

き

に

書

き
改

め

『大
空

に
生

き

る
』
(五
九
)
と
題

し

て
出
版

、
未

明
文

学

奨
励
賞

を
受

賞
。

そ

の
後

『孤

島

の
野
犬

』
(六
三
)
に
よ

り
サ

ン
ケ
イ

児
童
出

版
文

化
賞

、
国

際

ア

ン
デ

ル
セ

ン
賞

国
内
賞

を

受
賞

。

六
六
年

鹿
児
島

県

立
図
書

館

長
を

退
任

、
翌
年

鹿

児
島

女

子
短
大

教
授

に
就
任

(児
童
文
学
、
図
書
館
学
)
附
属

図
書
館

長

　
　

　
　

　
　

　

を
兼

任
し

た
。
読

書
運
動

の
功
績

に
よ
り

モ
ー

ビ

ル
児

童
文

化

賞

受
賞

(六
八
)
、
そ

の
後

も

旺
盛

な
創
作

活
動

を
続

け

『
マ
ヤ
の

一
生
』
(
七
〇
)
、

『
モ
モ
ち

ゃ
ん
と

あ

か
ね
』
(七

一
)
、

『
に
お

い

山
脈
』

(七
二
)
、

『
ネ
ズ

ミ
島

物
語

』

(七
三
)
、

『
け
む
り

仙
人

』

(
七
四
)
な

ど
を

出
版
。
赤

い
鳥

文
学

賞

(
七

一
)
、
児
童

福

祉
文
化

奨

励
賞

(七

一
)
を

受
賞

。

七
八
年

鹿

児
島

女

子
短
大

を

定

年
退

職

し
著
作

に
専

念
。

『
椋
鳩

十

全
集

』
全

二

六
巻

(七
四
～
八

こ

Ⓒ1988　日本児童文学学会
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を

出
版

。
そ

れ
ま

で

の
全

業
績

を
収

録
し

た

『
椋
鳩

十

の
本
』

全
二

五
巻

・補

巻

=

八
二
～
八
四
)
に
よ
り
、
芸

術

選
奨
文

部
大

臣
賞

を
受
賞

。

[大

造
爺

さ
ん
と

雁
]
然

誘

鰭

童
話
。

初

出

一
九

四

一
年

一

一
月

「
少
年
倶

楽
部
」
、

の
ち

『
動
物

ど
も

』
(
一
九
四
三
)
収

録
。

沼

地

に
集

ま

る
雁
は
、

残

雪
と

い
う
賢

い
頭

領

に
引
率

さ

れ
、

狩

人
大

造
じ

い
さ
ん

の
計

略

に
も
は

ま
ら
な

い
。

は

や
ぶ

さ

が

逃
げ
遅

れ
た

お
と
り

の
雁

を
襲

っ
た
時

に
は
、
身

を

挺
し

て
戦

い
、
自

ら

は
傷

つ
く

。
大

造

じ

い
さ

ん

は
残
雪

の
勇

気

と
、
頭

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

ホ

領
ら

し

い
態

度

に
深
く
感

動
す

る
。

す
ぐ

れ

た
動
物

物

語
と

し

て
小
学

校

国
語
教

科
書

の
共

通
教

材
と
も

な

り
、
広

く

読
ま

れ

て

い
る
。

【参
考
文
献
】
た
か
し
よ
い
ち

『椋
鳩
十
の
世
界
』
(
一
九
八
二
　
理
論
社
)
、

本
村
寿

一
郎

『聞
き
書
き
椋
鳩
十
の
す
べ
て
』
(
一
九
八
三
　
明
治
図
書
)、

阿
部
真
人

『椋
鳩
十
文
学
の
研
究
』
(
一
九
八
四
　
大
日
本
図
書
)

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(た
か
し

よ
い
ち
)

　

向

川

幹

雄

穂
鳶

が
わ
　

一
九

三
六
～
　

(昭
11
～
　
)
　

児
童

文

学
研
究

者
。

福
井

市

に
生
ま

れ
る
。

大
阪

学
芸

大
学

卒
業

後
、

大
阪

の
公

立
小
学

校

に
勤
務

。
大

阪
教
育

大
学

大
学

院
修

了
。

帝
国

女
子
大

学
、

埼
玉

大
学

を
経

て
現
在

、

兵
庫

教
育

大
学

助

　

　
　

　
　

教

授
。

『
講
座

日
本
児

童
文

学
』
に
収

め
ら
れ

た

『
浜
田

広
介
論

』

を

は
じ

め
、

日
本
児

童
文
学

史

の
書

誌
学
研

究

に
多
く

の
業

績

を

残
す
。

主
な

編
著

書

『
資
料

・
戦
後

児
童

文
学

論
集

』
全

三

巻

(
一
九
八
〇
)
、

『
校
定
新

美
南

吉
全
集

』

全

一
二
巻

・
別
巻

二

(八
〇
～
八
三
)
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(大
藤
幹
夫
)

無
国

籍
童

話

鷺

叔
せ
き
　

第

二
次

大
戦

直
後

、

一
九

四
七
年

ご
ろ
を
頂

点
と
す

る

児
童

雑
誌

興
隆

期

に
、
そ

れ
ら
を

・王
な
舞

台

と
し

て
発
表

さ
れ

た
作

品
群

の
う

ち
、

社
会

風
刺

の
傾
向

が

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

強

い
空

想
的
作

品

に

つ

い
て

の
呼
称

。
波

多

野
完
治

に
よ

る
命

名
と
さ

れ

て

い
る

が
定

か

で
は
な

い
。
特

定
個

人

に
よ

る
意
識

的
概
念

規
定

が
明

ら
か

な
論

は
見

当
た

ら
な

い
が
、
た

と
え
ば

　

　
　
　

　
　

　
　

ホ　　　　
　　　　
　　　　
ホ

四

七
年

の
段

階

で
、
猪

野
省

三

が
筒
井

敬
介

『少

年
記
者

プ

エ

ル
君
』

の
書

評
中

「国

籍

不
明

の
人
物

」
を

書

い
た

こ
と

に
対

す

る
批
判

を
行

っ
て

い
る
。

当
時

発

表
さ

れ
た
筒

井
敬

介

『
コ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

ホ　　
　　
　　　
　　　
　　　
　　
　　

ル
プ

ス
先

生
汽

車

へ
の
る

』
(四
七
「
子
供

の
広
場
」
)
、
平

塚
武

ニ

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

ホ

『
ウ

ィ
ザ
ー
ド

博
士

』

(四
八

「
銀
河
」
)
を

典
型

と
す

る

一
連

の

作

品

は
、

「国

籍
不

明
」
の
片

か
な
名

前

と

い
う

顕
著

な
特
色

と

同

時

に
、
社
会

風
刺

的
性

格
を

強
く

も

っ
て

い
た
。
そ

の
た
め
、

敗

戦
後

の
社
会

状

況

を

表

面

的

に
写

し

換

え

批
判

し

た
作

品

や
、
動

物
な

ど

に
仮
託

し

て
戦
後

理
念

を
説

い
た
作

品

な
ど
も

含

め
て
、

「
無
国
籍

童

話
」
の
名

の
も

と
で
批

判

の
対
象

と
さ
れ

て
き

た
傾

向

が
強

い
。
　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

(西
山
利
佳
)

　

ム
サ

ー
ト

プ
　
ア

レ
ク

セ
イ

・
H
　

>
澪
秀
魯

=
国
臣
o
望

`

ζ
鴇
雪

8

一
九

二

～
七
六
　

ソ
ビ

エ
ト

の
児

童

文
学

作
家
。

モ

ス
ク

ワ
近
郊

の
農

家

に
生
ま

れ
、

一
九

三

〇
年
代

の
農
業
集

団

化
、
第

二
次

大
戦

に
よ

る
破

壊
、
戦

後

の
復
興

を
直

接
体

験
。

国
家
賞

を
受

け
た
代

表
作

『
こ
ぐ

ま
星

座
』
(
一
九
四
九
)
を

は
じ

め
、
『
誉

ミ

蓬

　
魯
免

山
頂

の
家
』

(五

一
)
、
『
疾

風

の
中

で
』
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(六
七
)
な

ど

の
作

品

に
お

い
て
、
労

働

へ
の
愛
を

テ
ー

マ
に
、
子

ど
も

た

ち
を
主

人

公

に
し
て
、

コ

ル
ホ

ー
ズ

の
生
活
を

描
き

続

け

た
。
　

　
　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　
(小
宮
山
俊
平
)

　

武

者

小

路

実

篤

鴕

嬲

こ
う
じ
　

一
八

八
五
～

一
九

七
六

(明

18

～
昭
51
)　

小
説
家

、
劇
作

家
。
東

京

の
生
ま

れ
。
学
習

院
大
学

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

を
経

、
東
京
大

学

社
会
学

科
中

退

。

一
九

一
〇
年

、
志
賀

直
哉

、

木
下

利
玄

ら
と

同
人

誌
「
白
樺

」
を

創
刊

、

そ

の
中

心

メ

ン
バ
ー

と
し

て
活

躍
す

る
。
初

期

の
作

品
に
小

説

『
お
目

出
た
き

人
』

(
一
九

一
一
)
、

『
世
間

知
ら
ず

』

(
一
二
)
な

ど
が
あ

り
、
第

一
次

世

界
大

戦
中

に

は
戯
曲

『
そ

の
妹

』
(
一
五
)
、

『
或

る
青

年

の
夢
』

(
一
六
)
な

ど
を

「白

樺
」
に
発

表
、

注
目

さ
れ

る
。

一
八
年
宮

崎

県

に

理
想
郷
を

め

ざ
し

て

「新

し

き
村

」
を
建

設
、

話
題
を

呼

ぶ
。

以
後

、
晩

年
ま

で
多

彩
な

文
学

的

活
動
を

続
け

た
。
代

表

作

に

『
友
情

』

(
一
九
)
、

『
或

る
男
』

(二
三
)
、
戯
曲

『
愛
慾

』

(
二
六
)
な

ど
が
あ

る
。
児

童
文
学

に
も
関

心
を

示
し
、
多

く

の
短

編
童

話

の
ほ

か
、
長

編

に

『
三
少

年
国

を
護

る
』
(四
三
)
、

『
日

本
太

郎
』
(
五
九
)
な

ど

が
あ

る
。
成

人
を

対
象

と
し

た
作

品

の
中

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　
　

じ　
　い

に
も

、

『宮

本
武

蔵
』

(三
四
)
、

『
塙
保

己

一
』

(三
八
)
、

『
祖
父

　

　

ば
　
あ

さ
ん

祖
母

さ
ん
』
(五

一
)
な
ど

、
年

齢

の
高

い
児
童

な
ら

鑑
賞

で

き

る
も

の
が
多

い
。

ほ
か

に
童
話

集

『
は
ね

子

の
夢
』
(
四
八
)
が

あ

る
。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(関
口
安
義
)

　
無

着
成

恭

館

賛

う
　

一
九
二
七
～
　

(昭
2
～
　

)

教
育

者
。

山
形
県

に
生
ま

れ

、
山
形

師
範

卒
業

後
中

学
校

教
師
。
の
ち

に
、

駒

沢
大
学

卒
。

明
星

学
園

教
諭

と

し

て
、
そ

こ

の
教
育

実
践

の

推

進
力

と
な

っ
た

一
時

期

が
あ

る
。

山
形

県

の
中
学

校
教
育

の

成

果
と

し

て
の
作

文
集

『
山

び
こ
学

校
』
(
一
九
五
六
)
は
、
世

間

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

か

ら
大
き

な
評

価
を
受

け

た
。

ま
た
、

日
本

作

文

の
会

、
教
育

科

学

研
究

会

国

語
部

な

ど

、
民

間

教

育

運

動

の
大

き

な

力

に

な

っ
た
。

現
在

は
、
教

育
評

論
活

動

に
活

躍
。
曹

洞
宗

ボ

ラ

ン

テ

ィ
ア
会

理
事
も

務
め

る
。　

　
　

　
　

　
　

　

　

(赤
座
憲
久
)

　

棟

方

志

功

しむ
誘

た
　

一
九
〇
三
～
七
五

(明
36
～
昭

50
)

版
画

家

。
青
森

に
生

ま
れ

る
。

一
九

二
四
年

、
画
家

を
志

し

て
上
京

、

帝

展

に
油
絵

、
春

陽
会

に
版

画
を

出
品

し
た

が
、

版
画
を

専
ら

と
し
、

国
画

会

に
・王
要
作

を
発

表
。

三

六
年

の
「大

和

し
美
し
」

が
柳
宗

悦
、
河

井
寛
次

郎

な
ど

民
芸

運
動
家

に
高
く

評
価

さ
れ
、

五

六
年

ベ
ネ

チ
ア
国

際

ビ

エ
ン
ナ

ー

レ
で

「柳

緑
花

紅
頌

」

が

国

際
版

画
大
賞

と
な

り
、
七

〇
年

、
文
化

勲
章

を
う

け

る
。
『
棟

方

志
功

全
集
』
全

一
二
巻

(
七
七
～
七
九
)
、
自

伝

に

『
板
極

道
』

(六
四
)
が
あ

る
。

児
童
文

学

に
関

し

て
は

早
く

、

三

一
年
刊

の

　

　　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
ホ

「児

童
文

学
」
第

二
冊

発
表

の
宮

沢
賢

治

の
童

話

『
グ

ス

コ
ー

プ
ド

リ

の
伝
記
』

に
付

け

た
挿
絵

を

は
じ

め
と

し

て
、

諸
種

の

雑
誌

や
童

話
集

に
装
幀

・
挿

絵

の
筆

を

ふ

る

い
、

児
童

に

お
も

ね
ら

ぬ
画

風

が
異

彩
を

放

っ
た
。
　

　

　

　

　

　

　

(匠

秀
夫
)

　

ム

ナ

リ

ブ

ル
ー

ノ

じd
『
二
8

ζ
§

母

団

一
九

〇

七
～

イ

タ
リ

ア

の
代

表
的
な

芸
術

家
、
画
家
、
彫
刻

家
、
デ
ザ
イ

ナ
i

、

絵

本
作

家
。

ミ

ラ
ノ
生
ま

れ
。

ナ
ポ

リ

の
工

芸
学
校

で
学

び
、

玩

具

の
設
計

な
ど
を

し

デ
ザ
イ

ナ

ー
を
志

す
。

一
八
歳

で

ミ
ラ

ノ
に
戻

り
未
来

派

の
人
た

ち

に
接
し

、
展

覧
会

に

「
役

に
立
た

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ムライケンサ

な

い
機
械

」
を
出

品
し

デ

ビ

ュ
ー
、

「
音
を

出
す

彫
刻

」
、

「
動
く

美
術

」

や

「
偏
光

に
よ
る
映

写
」

な
ど
発

表
、

そ

の
特

異
な

制

作

は
東
京

で

の
個

展

(
一
九
六
五
)
で
禅

の
心

に

通
う

も

の
と

の

評

を
受

け
る
。

米

ハ
ー

バ
ー
ド

大
学

(六
七
)
で
視
覚

コ
ミ

ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ
ン
、

デ
ザ
イ

ン
講
座

担
当
、

さ
ら

に
幼

児

対
象

の
教

授
法
を

研
究

、

ミ
ラ
ノ

の
美
術

館
な

ど

に
、

子

ど
も

の
た

め

の

実
験
室

を
設

計
、
実

現

し
て

い
る
。
『
た
ん

じ

ょ
う

び

の
プ

レ
ゼ

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
ホ

ン
ト

』

(四
五
)
を

は
じ

め
仕
掛

け
絵
本

一
〇
冊

は

戦
後

絵
本

の

創
始

と

い
え
る
。

こ
の
絵
本

は

サ
イ
ズ

の
違
う

紙
を

重

ね
て

と

じ
、

画
面

を
大

か
ら
小

へ
、

小

か
ら
大

へ
と
変

化
さ

せ

る
。

ほ

か

切
り
抜

き
、

折
り

込
み
、

蓋

紙

の
は

り

つ
け
な

ど
、

機
知

と

遊

び

に
富

ん
だ

し

か
け

を

み
せ

る
。

『
き

り

の
な

か

の
サ

ー
カ

ス
』

(
六
八
)
は
グ

ラ

ス

フ

ァ
イ

バ
ー
紙

の
乳

白
色

と

半
透

明

の

質

を
生

か
し

、
霧

の
中
を

進

む
シ
ー

ン
を
現

出

し
て

い
る
。
『
ブ

ル
ー

ノ
・
ム
ナ
リ

の
A

B
C
』
(六
〇
)
や

『木

を

か

こ
う

』
、

『
太

陽
を

か

こ
う

』
(八
〇
)
な

ど
、
装

飾
画

風
な

フ
ォ

ル
ム
と
構

図

に

　
　

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ネ

明

る

い
色
彩

、
科

学

の
要

素

を
織

り
込

む
発
想

で
、

絵
本

を
既

成

の
形

か
ら
脱

出
さ

せ
、
限

り
な

い
可
能

性
を

開
発

す

る
方
向

を
も

た

せ
た
も

の
と

い
え
よ

う
。
　
　

　

　

　

(森
久
保
仙
太
郎
)

　

村

井

弦

斎

馳
蔀

い
　

一
八
六
一二
～

一
九
二
七
(文
久
3
～
昭
2
)

作
家

、
新

聞
記

者
。

本
名
寛

。
愛

知
県

豊
橋

市
生

ま
れ
。

五

歳

の
時
父

に
伴

わ
れ

て
上
京

し
た

が
、

明
治
維

新

で
家

が
没
落

。

一
八

八
四
年

、
サ

ン
フ
ラ

ン
シ

ス
コ
で
苦
学

中

に
知

り
合

っ
た

ネ矢

野
龍
溪

の
紹
介

で
、

「
郵
便
報

知
新

聞
」

の
客

員
と

な

っ
た
。

　

　
　

　
　

　
　

か
　
り
　
ほ
　
る
　
に　
あ

八
八
年
処

女
作

『
加
利

保

留
尼
亜

』
を

発

表
。

九
六

年
か

ら

一

二
〇

〇
回

に
わ
た

っ
て

「報

知
新

聞
」

に
連
載

し
た

『
日

の
出

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

島

』
は
大

人
気

を
博

し
た
。

『少

年
文
学

叢

書
』
に
紀

国
屋

文
左

衛

門
を

伝
し

た

『紀

文
大

尽
』

と
中

江
藤

樹
を

描

い
た

『
近
江

聖
人

』
(以
上

一
八
九
二
)
が
あ

り
、
後

者

は
と
く

に
多
数

の
読
者

を
獲

得
し

た
。　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

(
二
上
洋

一
)

　

村

岡
花

子

翦

導

　

一
八
九
三
～

一
九
六
八

(明
26
～
昭
43
)

翻

訳
家
、

児
童
文

学
作
家

。

山
梨

県
甲

府
市

に

生
ま

れ
、

の
ち

に
東
京

へ
転
居
。
一
九

一
四
年

東
洋

英

和
女
学

校

高
等

科
卒
業

。

山

梨
英

和
女
学

校

で
英

語
を

教
え

た

の
ち
、

教

文
館

で
、

婦
人

子
ど
も

向
け

の
本

の
編
集

に
携

わ
る
。

村

岡
傲

三

と
結
婚
。

二

七
年
、

同
人

誌

「火

の
鳥

」
を

創
刊

し
、

創
作

活
動

に
励

む
。

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

同
年

、
最
初

の
翻
訳

、

マ
ー

ク

・
ト

ウ

ェ
イ

ン
の

『
王

子
と
乞

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ホ

食

』
が
出

て
好
評

を
博

し
、
ポ

ー

タ
ー

の

『
喜

び

の
本

』
(
一
九

三
九
)
で
、
翻

訳
者

と
し

て

の
地

位
を

確
立

し

た

(現
在
は

『少
女

パ
レ
ア
ナ
』
と
改
題
)
。

三

二
年
か

ら

一
〇
年

間
J

O

A
K

(
現
在

の
N
H
K
)
の

「
コ
ド

モ
の
新
聞

」

の
放

送
を

担
当

し
、

子

ど
も

た

ち
か

ら

〈
ラ
ジ
オ

の
お
ば

さ

ん
〉
と

親

し
ま

れ
た
。

童

話
集

に

『
紅

い
薔

薇
』
(
一
九
二
六
)
、

『
お
山

の
雪

』
(二
八
)
、

『青

い

ク

ツ
』

(四
〇
)
、

『桃
色

の
た
ま

ご
』

(四
八
)
な

ど

が
あ
る
。

ま

た
随
筆
・集

『
母
心

抄
』
(四
二
)
や
、

人

生
論

も
書

い
て

い
る

。
戦

後

は
、

新
し

い
少
女

小
説

を
次

々
に
翻
訳

し
、

我

が
国

の
青
春

　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

ホ

小
説

に
新

風
を
送
り

込

ん
だ
。

と
く

に
、

モ

ン
ゴ
メ
リ

の

『赤

毛

の
ア

ン
』

(五
二
)
は
、
少

女

た
ち

に
熱

狂
的

に
受

け
入

れ

ら
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ム ラヤ マ カ ス

れ

、

全

一
〇

巻

を

訳

出

し

た

。

そ

の

ほ

か

、

主

な

訳

書

に

は

、

モ

ン

ゴ

メ

リ

の

『
エ

ミ

リ

ー

・
ブ

ッ
ク

ス

』

三

巻

、

パ

ー

ル

・

ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　

バ

ッ
ク

の

『
母

の
肖
像

』
、

デ

ィ
ケ

ン
ズ

の

『
ク

リ
ス

マ
ス
・
カ

　
　
　

　　
　　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　
　　　
　　
　　
　　
　　ホ

ロ
ル
』
、

バ
ー
ネ

ッ
ト

の
『
小
公

子
』

『
小
公

女
』
、

オ

ル

コ
ッ
ト

の

『
若
草

物
語

』
な

ど

が
あ

る
。
六

入
年

一
〇
月

二
五

日
急

病

で
歿

。
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(谷
口
由
美
子
)

　
村

上
　

勉

舘

肋
み
　

一
九
四

二
～
　

(昭
18
～
　
)

挿

絵
、
絵

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

よ
う
か

本
画

家
。

兵
庫

県
出

身
。

八
鹿

高
校

卒
。

デ
ザ
イ

ン
、
イ

ラ

ス

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

ト

、
水
彩

、
油

彩
を

学

ぶ
。

一
九

六

二
年

佐
藤

さ
と
る

と
出
会

い
、
そ

の
後
同

氏

の
作

品

の
挿

絵

が
多
く

、
『
コ
ロ
ボ

ッ
ク

ル
物

語

』

『佐

藤
さ

と

る
全
集

』

一
二
巻

ほ
か
多

数
。

『
お

お
き
な

き

が
ほ

し

い
』

(
一
九
七

一
)
で
ラ

イ
プ

チ

ヒ
国

際
図
書

展

銅
賞

、

『
お

ば
あ
さ

ん

の

ひ
こ
う
き

』
(七
三
)
、

『宇
宙

か
ら
き

た

か
ん

づ
め

』
(
七
八
)
で
小
学

館
絵

画
賞

を

受
賞
。

絵
本

で
は

『
あ

い
う

え
お

』
(
七
二
)
、

『
て
が
み

を
く

だ
さ

い
』

(七
六
)
な

ど
多
数

。

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

(山
本
道
子
)

　

村

上

松

次

郎

翦

鴇

う
　

一
八
九

七
～

一
九

六

二
(明

30
～
昭

37
)　

挿
絵

画
家

。
東
京

に
生
ま

れ
、
武
内

鶴
之
助

に
洋
画

を
師

事

し
、
昭

和
初

期

か
ら

現
代
も

の
、
と
く

に
海
洋

小
説
や

軍
事

小

説

の
挿

絵
、

ま

た
軍
艦

や
海

戦

の
口
絵

を
執
筆

し
た
。

写
実

的

で

は
あ

る

が
細
部

に
と
ら

わ
れ

な

い
お

お
ら

か
な
筆
致

で

明

る

い
雰

囲
気
を

漂

わ

せ
た
画

面

に
特
色

を
示
し

た
。
代

表
作

に

　平

田

晋

策

『
昭

和

遊

撃

隊

』

(
一
九
三

四

)
、

『新

戦

艦

高

千

穂

』

　

　

　

　

　

　

ホ　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　

(三
五

、

以

上

「少

年
倶

楽

部

」
)
、

南

洋

一
郎

『
聖

火

の
島

』

(三

八

「
少
年
倶
楽
部
」
)
な

ど

が
あ

る
。
　

　

　

　

　

　

(渡
辺
圭
二
)

　
村

野

四
郎

鴇

初
　

一
九
〇

一
～
七
五

(明
34
～
昭

50
)

詩

人
。

東
京

府

北
多

摩
郡

多
磨
村

に
生
ま

れ
る
。

慶
応

大
学

経
済

学
部

卒

業
。

新

即
物
主

義

の
実
験
作

品
集

で
あ

る

『体

操
詩
集

』
(
一

九
三
九
)
で

、
第

六
回
文

芸
汎

論
詩
集

賞

を
、

詩
集

『
亡
羊

記

』

(
五
九
)
で
、
第

一
一
回
読

売
文
学

賞
を

受

け
た
。
詩
集

は
、
ほ
か

に
八
冊

、
詩

論

も
多

い
。
戦

後
童

謡
も
書

い
た
。

ボ

ヘ
ミ

ア
民

謡

に
日
本

語
詩

を
当

て
た

『
ぶ

ん
　

ぶ
ん
　

ぶ

ん
』

は
愛
唱

さ

れ

て

い
る
。
『
こ
ど
も

の
む
さ

し

9
』
(四
三
)
、
『
ニ
ー

ベ
ル
ゲ

ン

の
宝

』

(
四
九
)
な

ど

の
童
話

も
あ

る
。　

　

　

　
　

(薩
摩

忠
)

　

村

山

亜

土

聾

や
ま
　

一
九

二

五
～
　

(大

14
～

)

児

童

劇

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

ホ

作
家

。
劇

作
家

、
演

出
家

で
あ

っ
た
村

山

知
義

の
長

男
と

し

て

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ
　
　　
か
ず

東
京

都

に
生

ま
れ

る
。

母
村

山
籌

子
は
童

話
作

家

で
あ

っ
た
。

旧

制
成

城
高
校

を
卒

業
。

在
学

中

に

『動

物

の
町
』

を
発

表
、

教

訓
的

な
学

校
劇

作
品

の
多

い
中

で
そ

の
イ

メ
ー

ジ
は
鮮

烈

で

あ

っ
た
。

そ

の
後

『
コ

ッ
ク

の
王

様
』
(
一
九
六
八
)
、
父

と
共
訳

で

『
ロ
ビ

ン
フ

ッ
ド

の
愉
快

な

冒
険

』
(五

一
)
を

刊
行

。
一
九

六

〇
年

『
新
猿

蟹
合

戦
』

で

日
本
児

童
演

劇
協

会
賞

受
賞

。

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

(し
か
た

し
ん
)

　

村

山
籌

子

的
巽

ま
　

一
九
〇

一
～

一
九
四
六

(明
34
～
昭
21
)

児
童

文
学

作
家
。

旧

姓
岡
内

。
香

川

県
高

松
市

生
ま

れ
。
有

名

な
薬

製
造

・
販

売
元

千
金

丹
本
舗

の
長
女

と
し

て
、

裕
福

な
生

　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

ホ

活
を

送

る
。
高

松
高

女
を

経

て
上
京

、

一
九

二

一
年

羽
仁

も
と

子
園

長

の
自
由

学
園

高
等

科

に
第

一
期
生

と

し
て

入
学
。

在
学

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ム ラヤ マ ケ イ

中

の
二
二
年

、
園

長

に
文
才

を
認

め
ら

れ

て

ル
ポ

ル
タ

ー

ジ

ュ

『
ミ
セ

ス
安

仁
大
森

の
有

隣

園
を

観
る

』

を

「
婦

人
之
友

」

に

発
表
。

二
一二
年
同
学

園
卒

後

「
婦

人
之
友

」

記
者

と
な

り
、

翌

　
　

　
　
　

　
　

ホ

年

は
じ
め

か
ら

「
子
供
之

友

」

に
童

謡
、

つ
づ

い
て
童

話
を
発

表
し

、
同
誌

の
編
集

に
従

事
。

こ

の
年

の
夏

、
劇
作

家
、

童
画

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

家
、
演

出
家

と
し

て
活

躍
す

る

こ
と

に
な

る
村

山
知

義
と

結
婚
。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　

　

二
九

年

日
本
プ

ロ
レ
タ
リ

ア
作

家

同

盟
員

と

な

り
、

「
少
年

戦

旗
」

に
童
話

『
こ
ほ
ろ

ぎ

の
死
』
を

発
表

。

の
ち
同

誌

の
編
集

長

に
選

ば
れ

る
。
三

〇
年

か

ら
た

び
た

び
、
夫

の
治

安
維

持
法

違
反

で
獄

に

つ
な

が
れ

る
に

と
も
な

う
経

済
的
家

庭

的
な

苦
し

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　　　
　　　　
　　　　　
　　　　
　　　

み
を
味
う

。

「
子
供
之

友
」

の
ほ
か

、

「幼

年
倶

楽
部
」
、

「
コ
ド

モ
ノ
ク

ニ
」
な

ど

に
、
数

多
く

の
幼

年
向

き
作

品
を

発
表

し
、

戦
前

の
数

少
な

い
女

性

の
幼
年

童
話
作

家

で
あ

っ
た
。

三

九
年

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

に
肺

疾

で
数

回
喀
血

し
た

の
が
、
戦
時

中

に
再

発
し
、

戦
後

児

童

文
学
者

協
会

創
立
会

員

と
し

て
協
会

内

の
児
童

文
学

粛

正
委

員

会
委
員

と
な

っ
た

が
、
衰

弱

が
激

し
く
、
四
六

年

八
月
死

去
。

籌

子
童
話

は
、
動

物

や
野
菜

や

台
所

用
品
を

主
人

公

に
、
知

的

ユ
ー

モ
ア
に
富

ん
だ
作

品

が
多

い
。
生

前

に
童

話
集

の
刊
行

は

な

か

っ
た

が
、
歿
後

『き

り
ぎ

り
す

の
か
ひ
も

の
』
(
四
六
)
、
『
の

ね

こ
さ
ん

と
き

ん

の
く

つ
』

(四
七
)
な

ど
が
出

版

さ
れ
た

。

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

(五
十
嵐
康
夫
)

　
村

山

桂

子

聴
沸

ま
　

一
九

三

〇

～
　
(
昭

5
～

)

童

話

作

家
。

お
茶

の
水
女

子
大

学
保
育

実

習
科

卒
業

。

そ

の
後

、
幼
稚

　
　

　
　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　
　
　　

園

に
勤

め

て

い
た

が

一
九
五

三
年

日
本
童

話

会

に
入
会

し

て
後

藤
楢

根

の
指
導

を
受

け

る
。
六

五
年

幼
稚

園
を

退
職

し

て
家
庭

に
入
り

幼
年
童

話
を

書
く

。
六

三
年

幼
児

の
日
常

感
覚

に
あ

ふ

れ

た
絵
本

『
た
ろ
う

の
お
で

か
け
』

に
よ

っ
て
デ

ビ

ュ
ー
。
続

い
て
出

し
た
絵

本

『
た

ろ
う

の
と
も

だ
ち

』

(
一
九
六
七
)
、

『
た

ろ
う

の
ば
け

つ
』
(六
八
)
で
幼

児

た
ち

の
人
気

を
得

る
。
幼
年
童

話

の
主
な

作
品

と
し

て

『オ

ニ
タ

の
か

い
も

の
』
(六
五
)
、

『
こ

ろ

こ
ろ

と
ゆ
き

だ
る

ま
』
(七
〇
)
、

『も

り

の
お

い
し

ゃ
さ
ん
』

(七
〇
)
、
『
カ

ン
ガ

ル
ー

の

ル
ー

お
ば

さ
ん
』
(七
四
)
、
『
コ
ン
タ

の
ク

リ

ス

マ
ス
ケ
ー

キ
』
(七
八
)
、

『
ゴ

ン
と

ホ

ッ
ト

ケ
ー
キ
』

(七
八
)
な
ど

が
あ

り
、

い
ず

れ
も
保

育
経

験

を
生

か

し

て

の
優

し
く

、
温

か
な
筆

遣

い
と
幼

児

の
素
朴

な
感
情

を

親
し
く

捉
え

る

ス
ト
ー

リ
ー

づ
く

り
が
う

ま

い
。
現
在

も

日
本
童

話
会

の
ベ

テ
ラ

ン
作
家

と

し
て
会

の
仕

事
を

助
け

て

い
る
。　

(西
本
鶏
介
)

　

村

山

知

義

舘

艨

　

一
九

〇

一
～
七

七

(明

34
～
昭

52
)

劇

作

家
、

演
出

家
、

画
家

、
舞

台
美

術
家
、

小
説

家
。

東
京
神

田

に
生
ま

れ

る
。
開

成
中
学

か
ら
第

一
高
等
学

校

を
経

て
東
京

帝

国

大
学

哲
学

科
中

退
。
学

生
時

代

か
ら
母

元
子

の
勤

め
る
婦

人

　
　
　

　
　

ホ

之

友
社

の

「
子
供
之

友
」

に
童

話

や
童
画

を
発

表
。

一
九

二
二

年

に

は
同
社

か
ら

処
女
出

版

の
童

話
集

『
ロ
ビ

ン
フ

ッ
ド
』

を

出

版
、

続
け

て

「
お
城

シ
リ

ー
ズ
」

と
し

て

『
リ

ッ
プ

・
ヴ
ア

ン
・
ウ
イ

ン
ク

ル
』

『
或

る

コ
ツ
ク

の
話
』
(
一
九
二
一二
～
二
四
)
な

ど

五
冊

の
童

話
集
を

出
す

。

二
二
年

か
ら

二
三
年

に
か
け

て
ド

イ

ツ
に
遊
学
、
前
衛

美
術

、
演
劇

に
触

れ

て
帰
国

し

て
以
後
は

、

前
衛

美
術

家

か
ら
、

プ

ロ
レ
タ

リ

ア
演

劇

の
作
家

、
演

出
家

、

Ⓒ1988　日本児童文学学会



ム ロサ キ キ ン

劇

団

の
指
導

者
と

し

て
大

活

躍
す

る
。

だ

が
、

処
女

出
版

が
童

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　

ホ

話

で
あ

り
、

夫
人

が
童

話
作
家

の
村

山

籌
子

で
あ

る

こ
と

は
注

　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　

目
し

て
よ

い
だ

ろ
う
。

児
童

劇
作
家

の
村

山
亜
土

は
長
男

。
新

劇

の
劇
作
家

、
演

出
家

、
小

説
家

と

し

て

の
仕
事

は
数

が
多
く

多
彩

で
超

人
的

と
評
さ

れ

る
。
戯

曲

の
代

表
作

は

『
村

山
知
義

戯
曲

集
』
上
下

二
巻

(
七

一
)
に
収
め

ら

れ

て

い
る
。
戦
後

の
小

説

『
忍

び
の
者
』
五
部

作

(
六
二
～
七

一
)
が
広

く
知

ら
れ

、

『演

劇

的

自
叙
伝

』
三
巻

(
七
〇
～
七
四
)
が
あ

る
。

『
私
た

ち

の
劇

』
(
四

九
)
、
『
演
劇

入
門
』
(四
九
)
な
ど

の
子
ど
も

や
青

年

の
た
め

の
演

劇

の
指
導

書

の
仕
事

も
あ

る
。　

　
　

　
　

　
　

　

(冨
田
博
之
)

　

室

生

犀

星

醜

砺
い
　

一
八
八
九

～

一
九
六
二
(明
22
～
昭

37
)

詩

人
、

小
説
家

。

石
川

県
金

沢
市

の
生

ま
れ
。

高
等

小
学

校
三

年

で
中

退

し
、
金
沢

地
方

裁
判

所

の
給

仕
を

し
た
り

し
な

が
ら
、

詩

や

小
説

の
習
作

に
没

頭
。

ま
た

「
北

国
新
聞

」

の
俳
句

欄

に

投
稿

、
入

選
を
重

ね

る
。

一
九

一
八
年

処
女
詩

集

『愛

の
詩
集

』

お
よ

び

『
抒
情

小
曲
集

』

の
刊
行

に
よ

っ
て
詩
人

と
し

て
認

め

ら
れ

る
。

一
九

年

『幼

年
時

代
』

『
性

に
目

覚
め

る
頃

』
を

発
表

、

新
進

小
説

家

と
し

て

の
地
歩

を
築

く

。
以

後

『蒼

白
き

巣
窟

』

(
一
九
二
〇
)
、

『あ

に

い
も

う

と
』

(三
四
)
な
ど

で
市
井

の
男

女

の
生
活

を
好

ん
で
取

り
あ

げ
描

い
た
。

戦
後
も

『杏

つ
子

』
(11

六

～
五
七
)
な

ど

の
力
作

を
残

し

て

い
る
。
児
童

文
学
作

品

は
、

　

　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　

「
赤

い
鳥
」
に

『寂

し

き
魚

』
(二

一
)
ほ

か

二
編

と

「
童

話
」
に

『
星
と

老
人

』
(
二

一
)
ほ

か

一
編

を
載

せ

た

の
に
は
じ

ま
り
、
の

　

　
　

　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　　
　
　　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　

ち

に
は
講
談

社
発

行

の

「
幼

年
倶

楽
部

」

や

「
少
年

倶
楽

部
」
、

　小

学
館

発
行

の
学
年

別
学

習
雑

誌

に
も
寄

稿

し
て

い
る
。
創

作

童

話

の
ほ

か
中
国

も

の

の
再

話
や

日
本
古

典

の
翻
案

、

そ
れ

に

少

女

小
説
も

あ

る
。
犀

星
童

話
は

や
や

観
念
的

で
、

回
想

や
郷

愁

に
執
筆

の
モ
チ

ー

フ
を
得

て

い
る
。

が
、

二
、

三

の
幼

年
童

話

に
は
今

日

の
子
ど
も

の
鑑
賞

に
も
十

分
耐

え

る
作
品

が
見

い

　

　
　
　
　

　
　
　
　

ひ
す
い

だ

せ
る
。

童
話
集

に

『翡

翠

』
(
二
五
)
、

『
四

つ
の
た

か
ら

』
(四

一
)
、

『鮎

吉

・
船
吉

・
春
吉

』
(
四
二
)
、

『
オ

ラ

ン
ダ
と

け

い
　

と

が
』

(四
八
)
、
少
女

小
説

集

に

『
乙
女

抄
』

(
四
二
)
、

『瞼

の
ひ

と

』
(
四
二
)
、

童
謡

に

『動

物
詩

集

』
(四

二
)
が
あ
る
。

六

二
年

三

月

二
六

日
歿
。
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献
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